
大原　広巳 議員

避難ルートの確認徹底を
町 長 初動体制として検討する

【
大
原
】
集
落
の
自
主
防

災
組
織
が
提
出
す
る
報
告

書
に
、
避
難
ル
ー
ト
の
確

認
の
有
無
の
項
目
を
加
え

ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
災
害
時
の
初
動

体
制
と
し
て
大
切
な
の

で
、
検
討
し
た
い
。

【
大
原
】
避
難
場
所
の
予

備
電
源
は
、
旧
町
単
位
で

2
ヶ
所
ず
つ
だ
が
、
こ
れ

で
十
分
か
。
収
容
人
員
の

多
い
学
校
や
保
育
園
に
は

必
要
な
い
か
。

【
町
長
】
一
昼
夜
程
度
の

宿
泊
を
想
定
し
て
お
り
、

現
在
は
必
要
な
い
と
考
え

て
い
る
。
二
日
目
以
降
の

長
期
の
場
合
は
、
他
の
自

治
体
に
支
援
を
要
請
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
大
原
】
災
害
に
備
え
て

要
支
援
者
も
含
め
、
避
難

所
で
の
宿
泊
体
験
な
ど
を

行
っ
て
、
早
め
の
避
難
を

う
な
が
し
て
は
ど
う
か
。

　

大
山
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど

で
広
報
し
、
避
難
の
不
安

を
取
り
払
う
べ
き
と
思
う

が
。

【
町
長
】
各
地
域
自
主
組

織
な
ど
も
、
防
災
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
う
活
動
に
は
支
援
し
て

い
き
た
い
。

地域で取り組む防災学習（所子地区）

集
落
営
農
組
織
の
今
後
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る

【
大
原
】
集
落
形
態
が
二

極
化
し
て
い
る
。
農
地
を

拡
大
し
て
集
約
化
が
進
む

一
方
で
、
集
約
で
き
な
い

地
域
は
ど
う
な
る
こ
と

か
。
集
落
営
農
も
危
機
に

瀕
し
て
い
る
。
現
在
の
組

織
率
は
。

【
町
長
】
農
業
集
落

１
２
１
の
う
ち
、
36
集
落

42
組
織
で
、
そ
の
中
に
４

法
人
が
あ
る
。
組
織
率
は

37
％
で
あ
る
。

【
大
原
】
人
・
農
地
プ
ラ

ン
で
、
担
い
手
を
確
保
し

た
組
織
は
よ
い
が
、
確
保

で
き
な
い
組
織
や
集
落

は
、
来
年
の
国
の
転
作
関

与
の
後
退
で
、
厳
し
い
状

況
に
な
ら
な
い
か
、
心
配

し
て
い
る
。
専
業
農
家
の

認
定
農
業
者
ば
か
り
で
な

く
、
組
織
や
集
落
を
陰
で

支
え
て
い
る
50
代
か
ら
60

代
の
中
規
模
農
家
も
、
準

認
定
農
業
者
と
し
て
組
織

化
支
援
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
準
認
定
農
業
者

制
度
は
、
今
の
国
策
の
中

で
は
難
し
い
が
、
専
業
や

兼
業
に
か
か
わ
ら
ず
、
で

き
る
だ
け
支
援
し
た
い
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
も
、

引
き
続
き
推
進
す
る
。

担い手の確保が心配な集落営農

町 長
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